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東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
７
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生
か
ら
は
15
年
、

新
潟
県
中
越
地
震
の
発
生
か
ら
は
６
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

ど
こ
か「
人
ご
と
」に
思
っ
て
い
た
大
災
害

は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

「
我
が
こ
と
」と
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
現
在
も
避
難
所
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者
が
多
く

い
ま
す
が
、
被
災
地
は
復
興
へ
向
け
て
一
歩

ず
つ
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
復
興
が
進
み
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
私
た
ち
の
中
で
は
、
災
害
へ
の
危
機

感
が
薄
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
後
30
年
以
内
に
60
％
の
確
率
で
発
生
す

る
と
い
わ
れ
る
南
海
地
震
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、私
た
ち
は
被
災
地

か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、一
人
一
人
が
早
急

に
防
災
対
策
を
講
じ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

10
月
２
日
、
四
国
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
8.4

の
地
震
が
発
生
、
町
内
で
は
震
度
５
強
を
観

測
し
、
国
道
439
号
粟
生
ト
ン
ネ
ル
付
近
お
よ

び
京
柱
峠
付
近
で
山
側
崩
壊
の
た
め
通
行
不

能
と
な
り
西
峰
地
区
が
孤
立
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
西
峰
地
区
自
主
防
災
会
、
大
豊
町
消

防
団
が
綿
密
な
連
携
の
も
と
、
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

災
害
を
忘
れ
る
前
に

　大規模な災害が発生した場合、消火、救急、救助などの要請が殺到することが予想され、
防災関係機関の対応には限界があります。このような時に、地域の皆さん自らの手による
初期消火活動や被災者の救出救護、避難誘導、避難所の運営など自主的な防災活動の重要
性があらためて認識されました。
　町が災害応急対策を適切に実施するためには、迅速かつ的確に被害情報を収集する必要
がありますが、町が独自に行う被害情報収集活動には限界があります。そこで、地域の被
害情報の伝達や、避難所を開設運営するにあたって、町と自主防災組織との連携が被害を
最小限に抑えることができるのです。

西峰地区自主防災訓練西峰地区自主防災訓練西峰地区自主防災訓練西峰地区自主防災訓練西峰地区自主防災訓練

炊き出し訓練

嶺北消防署による消火訓練

電話が使えないことを想定し
連絡は全て無線で行いました

要援護者の避難支援訓練

県防災ヘリによる
支援物資搬送訓練

Vol.4

自
然
災
害
へ
の
備
え

〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
〜


